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資料５－１ 環境振動現地調査結果 

［本編 p.236 参照］

 

 現地調査を行った環境振動の振動レベル（L10）の結果は、以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定年月日：平成20年９月24日（水）

地点 夜間

№ ６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 昼間 夜間

1 36 39 40 40 37 38 37 38 38 38 38 39 39 42 42 42 39 40

2 36 38 38 38 37 37 36 37 37 37 37 38 37 42 42 41 38 40

単位：dB

平均値夜　　間昼　　　間



- 220 - 

資料５－２ 建設機械の稼働に伴う振動の予測手法 

［本編 p.238 参照］

 

 建設機械の稼働による振動の予測は、次に示す振動伝搬理論式を用いて行った。 

 

VLr＝VLr0－20log10(ｒ／ｒ0)
n－8.68(ｒ－ｒ0)α 

 

VLr ： 振動源からr（ｍ）離れた地点（受振点）の振動レベル（dB）

VLr0 ： 振動源からr０（ｍ）離れた地点（基準点）の振動レベル（dB）

ｒ ： 振動源から受振点までの距離（ｍ） 

ｒ0 ： 振動源から基準点までの距離（ｍ） 

ｎ ： 幾何減衰定数 

 表面波と実体波の複合した波動伝搬を想定し、ここではｎ＝

0.75とした。 

α ： 地盤の減衰定数 

 地盤の減衰定数については、0.04～0.01の範囲注）とされて

おり、ここでは、安全を見込んで最も減衰量の小さい0.01

とした。 

 

 また、建設機械は複数稼働しているため、予測地点の振動レベルは次式により合成した。 

 

                     ｎ 
VL＝10log10Σ10VLri／10 

                    ｉ＝１ 

 
VL ： 予測地点での合成振動レベル（dB） 

VLri(i=1～n) ： 予測地点での各建設機械の振動レベル（dB） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「公害振動の予測手法」（塩田正純，1986 年） 
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資料５－３ 路面平坦性調査 

［本編 p.246 参照］

 

１．調査方法 

 ３ｍプロフィルメ－タを用いて、地点別に40ｍの区間について路面平坦性を測定した。

数値の読み取りは、1.5ｍ間隔で最小0.5㎜まで行い、各車線別に標準偏差を算出し、地点

別に各車線の平均値を求めた。 

２．調査場所 

 道路交通振動の振動レベルの現地調査場所と同じ６地点で調査を行った。 

３．調査期間 

 平成20年10月23日（木）及び25日（土） 

４．調査結果 

 路面平坦性の調査結果は、以下に示すとおりである。 

 

路面平坦性調査結果 

単位：㎜ 

地 点
路面平坦性

（平均値）

№１ 1.97 

№２ 3.59 

№３ 2.03 

№４ 3.19 

№５ 3.69 

№６ 2.82 
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資料５－４ 地盤卓越振動数調査 

［本編 p.246 参照］

 

１．調査方法 

 「JIS C 1510」に定められた振動レベル計及び｢JIS C 1513｣に定められた実時間周波数

分析器を使用し、大型車単独通過時10回を対象に振動加速度レベルが最大を示す周波数帯

域の中心周波数(卓越振動数)の測定を行った。 

２．調査場所 

 道路交通振動の振動レベルの現地調査場所と同じ６地点で調査を行った。 

３．調査期間 

 平成20年10月19日（日）及び22日（水） 

４．調査結果 

 地盤卓越振動数の調査結果は、以下に示すとおりである。 

 

地盤卓越振動数調査結果 

単位：Hz 

地 点
地盤卓越振動数

（平均値） 

№１ 16.0 

№２ 12.5 

№３ 12.5 

№４ 16.0 

№５ 12.5 

№６ 12.5 
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資料５－５ 道路交通振動現地調査結果 

［本編 p.246 参照］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定年月日：№１地点　平成20年９月24日（水）

　　　　　　№２～６地点　平成20年10月21日（火）

地点 夜間

№ ６時 ７時 ８時 ９時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 昼間 夜間

1 38 41 40 39 39 38 38 39 38 39 39 40 40 44 44 42 40 41

2 51 55 56 56 55 54 54 55 54 55 55 55 55 53 54 54 55 53

3 39 46 45 46 45 46 44 45 45 45 43 41 45 43 43 41 45 41

4 43 44 46 45 45 44 44 43 44 44 46 44 43 44 44 42 44 43

5 51 58 54 51 52 53 51 54 53 51 53 51 48 49 46 44 52 47

6 48 51 52 53 53 52 51 52 52 51 49 51 48 48 48 47 51 48

単位：dB

平均値夜　　間昼　　　間
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資料５－６ 工事関係車両の走行による振動の予測手法 

［本編 p.249 参照］

 

１．旧建設省土木研究所の提案式による予測 

 (1) 予測式 

 №２～６地点において用いた予測式は、以下に示すとおりである。 

 

L10 ＝L10’ －αn  

L10’＝ａlog10(log10Ｑ*)＋ｂlog10Ｖ＋ｃlog10Ｍ＋ｄ＋ασ＋αｆ＋αｓ 

 

L10 ： 振動レベルの80％レンジの上端値の予測値（dB） 

L10’ ： 予測基準点における振動レベルの予測値（dB） 

ａ，ｂ，ｃ，ｄ ： 定 数 

Ｑ*  ： 500秒間の１車線あたり等価交通量（台/500秒/車線） 

Ｑ*＝(500／3,600)×(1／Ｍ)×（Ｑ1＋13Ｑ2） 

Ｑ1：小型車時間交通量（台/時） 

Ｑ2：大型車時間交通量（台/時） 

Ｍ  ： 上下車線合計の車線数 

Ｖ  ： 平均走行速度（㎞/時） 

ασ ： 路面の平坦性等による補正値（dB） 

ασ＝8.2log10σ（アスファルト舗装のとき） 

σ：3ｍプロフィルメータによる凸凹の標準偏差 

(㎜)                    

αｆ ： 地盤卓越振動数による補正値（dB） 

αｆ＝－17.3log10ｆ（ｆ≧８Hzのとき） 

ｆ：地盤卓越振動数（Hz） 

αｓ ： 道路構造による補正値（dB） 

αn  ： 距離減衰値（dB） 

αn＝βlog10(ｒ/5＋1)／log102 

β ＝0.130L10’－3.9（砂地盤のとき） 

ｒ：基準点から予測地点までの距離（ｍ） 
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 (2) 予測に用いた定数 

 予測に用いた定数は、表－１に示すとおりである。 

 

表－１ 予測に用いた定数等 

予測地点 

車 

線 

数 

a b c d 
σ 

（㎜）

ｆ 

（Hz） 

αｓ 

（dB） 

№２ ６ 3.59 12.5 

№３ ６ 2.03 12.5 

№４ ６ 3.19 16.0 

№５ ６ 3.69 12.5 

№６ ６ 

47 12 3.5 27.3

2.82 12.5 

0 

 

 (3) 現況実測値による補正値 

 各予測地点において、予測式に基づく計算値と現況実測値には差がみられたことから、

これらの差を現況実測値による補正値（ΔＬ）として設定し、予測式により求めた値に、

このΔＬを加えた結果を予測値とした。 

 ΔＬは、現況実測値と予測式に基づく計算値との差より、予測地点毎に設定した。設定

したΔＬは表－２に、ΔＬの算出方法は表－３に示すとおりである。また、ΔＬによる補

正後の計算値（現況予測計算値）と現況実測値との比較を行った結果は、表－４に示すと

おりである。 

 

表－２ 現況実測値による補正値 

予測地点 №２ №３ №４ №５ №６ 

ΔＬ 8.8 －2.8 2.0 6.2 2.3 
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表－３(1) ΔＬの算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［№２地点］ ［№３地点］

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ Ｂ Ａ－Ｂ

06:00～07:00 51 42.9 8.1 06:00～07:00 39 43.6 -4.6

07:00～08:00 55 44.8 10.2 07:00～08:00 46 47.4 -1.4

08:00～09:00 56 48.2 7.8 08:00～09:00 45 47.5 -2.5

09:00～10:00 56 48.4 7.6 09:00～10:00 46 49.1 -3.1

10:00～11:00 55 48.0 7.0 10:00～11:00 45 48.3 -3.3

11:00～12:00 54 46.5 7.5 11:00～12:00 46 48.2 -2.2

12:00～13:00 54 45.5 8.5 12:00～13:00 44 47.8 -3.8

13:00～14:00 55 46.0 9.0 13:00～14:00 45 47.0 -2.0

14:00～15:00 54 47.7 6.3 14:00～15:00 45 47.6 -2.6

15:00～16:00 55 47.5 7.5 15:00～16:00 45 48.2 -3.2

16:00～17:00 55 46.4 8.6 16:00～17:00 43 46.9 -3.9

17:00～18:00 55 45.9 9.1 17:00～18:00 41 46.3 -5.3

18:00～19:00 55 45.5 9.5 18:00～19:00 45 46.8 -1.8

19:00～20:00 53 42.7 10.3 19:00～20:00 43 46.6 -3.6

20:00～21:00 54 42.9 11.1 20:00～21:00 43 43.2 -0.2

21:00～22:00 54 41.5 12.5 21:00～22:00 41 43.1 -2.1

平　　均 － － 8.8 平　　均 － － -2.8

［№４地点］ ［№５地点］

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ Ｂ Ａ－Ｂ

06:00～07:00 43 38.5 4.5 06:00～07:00 51 43.3 7.7

07:00～08:00 44 39.9 4.1 07:00～08:00 58 45.8 12.2

08:00～09:00 46 43.5 2.5 08:00～09:00 54 45.5 8.5

09:00～10:00 45 43.8 1.2 09:00～10:00 51 46.4 4.6

10:00～11:00 45 44.9 0.1 10:00～11:00 52 45.4 6.6

11:00～12:00 44 45.0 -1.0 11:00～12:00 53 46.2 6.8

12:00～13:00 44 41.9 2.1 12:00～13:00 51 46.2 4.8

13:00～14:00 43 42.7 0.3 13:00～14:00 54 45.1 8.9

14:00～15:00 44 45.0 -1.0 14:00～15:00 53 44.8 8.2

15:00～16:00 44 43.3 0.7 15:00～16:00 51 47.3 3.7

16:00～17:00 46 44.9 1.1 16:00～17:00 53 45.9 7.1

17:00～18:00 44 43.2 0.8 17:00～18:00 51 45.6 5.4

18:00～19:00 43 42.6 0.4 18:00～19:00 48 46.3 1.7

19:00～20:00 44 40.0 4.0 19:00～20:00 49 44.7 4.3

20:00～21:00 44 39.9 4.1 20:00～21:00 46 42.2 3.8

21:00～22:00 42 34.4 7.6 21:00～22:00 44 40.0 4.0

平　　均 － － 2.0 平　　均 － － 6.2

差

　　　項　目

時間帯

現況
実測値

現況
実測値

計算値　　　項　目

時間帯

計算値 差　　　項　目

時間帯

現況
実測値

差
現況
実測値

計算値　　　項　目

時間帯

計算値 差
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表－３(2) ΔＬの算出方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－４(1) 現況予測計算値と現況実測値との比較結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［№６地点］

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ

06:00～07:00 48 45.3 2.7

07:00～08:00 51 47.6 3.4

08:00～09:00 52 48.6 3.4

09:00～10:00 53 49.0 4.0

10:00～11:00 53 48.9 4.1

11:00～12:00 52 49.9 2.1

12:00～13:00 51 48.9 2.1

13:00～14:00 52 49.0 3.0

14:00～15:00 52 48.9 3.1

15:00～16:00 51 49.2 1.8

16:00～17:00 49 48.5 0.5

17:00～18:00 51 49.6 1.4

18:00～19:00 48 47.7 0.3

19:00～20:00 48 47.3 0.7

20:00～21:00 48 44.0 4.0

21:00～22:00 47 46.2 0.8

平　　均 － － 2.3

計算値 差　　　項　目

時間帯

現況
実測値

［№２地点］ ［№３地点］

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ Ｂ Ａ－Ｂ

06:00～07:00 51 51.6 -0.6 06:00～07:00 39 40.8 -1.8

07:00～08:00 55 53.6 1.4 07:00～08:00 46 44.5 1.5

08:00～09:00 56 57.0 -1.0 08:00～09:00 45 44.7 0.3

09:00～10:00 56 57.2 -1.2 09:00～10:00 46 46.2 -0.2

10:00～11:00 55 56.8 -1.8 10:00～11:00 45 45.5 -0.5

11:00～12:00 54 55.3 -1.3 11:00～12:00 46 45.4 0.6

12:00～13:00 54 54.3 -0.3 12:00～13:00 44 45.0 -1.0

13:00～14:00 55 54.8 0.2 13:00～14:00 45 44.2 0.8

14:00～15:00 54 56.5 -2.5 14:00～15:00 45 44.7 0.3

15:00～16:00 55 56.3 -1.3 15:00～16:00 45 45.3 -0.3

16:00～17:00 55 55.2 -0.2 16:00～17:00 43 44.1 -1.1

17:00～18:00 55 54.7 0.3 17:00～18:00 41 43.5 -2.5

18:00～19:00 55 54.3 0.7 18:00～19:00 45 43.9 1.1

19:00～20:00 53 51.5 1.5 19:00～20:00 43 43.7 -0.7

20:00～21:00 54 51.7 2.3 20:00～21:00 43 40.3 2.7

21:00～22:00 54 50.3 3.7 21:00～22:00 41 40.2 0.8

平　　均 － － 0.0 平　　均 － － 0.0

残差
現況
実測値

現況予測
計算値

　　　項　目

時間帯

現況予測
計算値

残差　　　項　目

時間帯

現況
実測値
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表－４(2) 現況予測計算値と現況実測値との比較結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［№４地点］ ［№５地点］

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ Ａ Ｂ Ａ－Ｂ

06:00～07:00 43 40.5 2.5 06:00～07:00 51 49.4 1.6

07:00～08:00 44 41.8 2.2 07:00～08:00 58 51.9 6.1

08:00～09:00 46 45.5 0.5 08:00～09:00 54 51.7 2.3

09:00～10:00 45 45.8 -0.8 09:00～10:00 51 52.6 -1.6

10:00～11:00 45 46.9 -1.9 10:00～11:00 52 51.5 0.5

11:00～12:00 44 47.0 -3.0 11:00～12:00 53 52.3 0.7

12:00～13:00 44 43.9 0.1 12:00～13:00 51 52.4 -1.4

13:00～14:00 43 44.7 -1.7 13:00～14:00 54 51.3 2.7

14:00～15:00 44 46.9 -2.9 14:00～15:00 53 50.9 2.1

15:00～16:00 44 45.2 -1.2 15:00～16:00 51 53.4 -2.4

16:00～17:00 46 46.9 -0.9 16:00～17:00 53 52.0 1.0

17:00～18:00 44 45.2 -1.2 17:00～18:00 51 51.7 -0.7

18:00～19:00 43 44.6 -1.6 18:00～19:00 48 52.4 -4.4

19:00～20:00 44 41.9 2.1 19:00～20:00 49 50.9 -1.9

20:00～21:00 44 41.8 2.2 20:00～21:00 46 48.3 -2.3

21:00～22:00 42 36.4 5.6 21:00～22:00 44 46.2 -2.2

平　　均 － － 0.0 平　　均 － － 0.0

［№６地点］

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ

06:00～07:00 48 47.6 0.4

07:00～08:00 51 50.0 1.0

08:00～09:00 52 50.9 1.1

09:00～10:00 53 51.3 1.7

10:00～11:00 53 51.3 1.7

11:00～12:00 52 52.2 -0.2

12:00～13:00 51 51.2 -0.2

13:00～14:00 52 51.4 0.6

14:00～15:00 52 51.2 0.8

15:00～16:00 51 51.6 -0.6

16:00～17:00 49 50.8 -1.8

17:00～18:00 51 51.9 -0.9

18:00～19:00 48 50.1 -2.1

19:00～20:00 48 49.6 -1.6

20:00～21:00 48 46.3 1.7

21:00～22:00 47 48.6 -1.6

平　　均 － 0.0

現況予測
計算値

残差

残差

　　　項　目

時間帯

現況
実測値

現況
実測値

現況予測
計算値

　　　項　目

時間帯

現況予測
計算値

残差　　　項　目

時間帯

現況
実測値
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２．モンテカルロ法による予測 

 №１地点の６～22 時における現況交通量の等価交通量は２～９台/500 秒/車線であり、

旧建設省土木研究所の提案式における適用範囲のうち、「等価交通量：10～1,000 台/500

秒/車線」を下回っていることから、シミュレーション手法（モンテカルロ法）を用いて予

測を行った。 

 (1) 現況振動レベルの波形のモデル化 

 現地調査により得られた振動レベルの波形から、車種別の代表的な波形を抽出し、それ

ぞれのピーク値の平均と標準偏差並びに代表的なピークの立ち上がり勾配及び減衰勾配を

求めた。予測に用いた大型車及び小型車の波形は、図－１に示すとおりである。 

 また、暗振動レベルについては、各時間帯別に予測対象路線を自動車が走行していない

ときの振動レベルの平均値と標準偏差を求めた。 

 波形のモデル化のイメージは図－２に、シミュレーション結果の例は図－３に示すとお

りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 予測に用いた波形 
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図－２ 波形のモデル化のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ シミュレーション結果の例 
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 (2) 現況交通流の発生 

 現地調査による１時間交通量（車種別）に相当する車両を計算機により発生させた。な

お、車頭時間間隔については、指数乱数を用い設定した。 

 (3) 現況振動レベル波形の合成 

 車両の発生時刻に対応させて、モデル波形をあてはめパワー合成した。その際、モデル

波形のピーク値は、車種別に上記(1)で設定した平均値と標準偏差に従い正規乱数を発生さ

せ、ピークの立ち上がり勾配及び減衰勾配は、(1)での設定値によった。また、暗振動レベ

ルについても、(1)で設定した平均値と標準偏差に従い正規乱数を発生させ合成した。（前

掲図－１参照） 

 (4) 現況再現値の算出 

 (3)により、計算機上で合成された仮想チャートから、５秒間隔で 720 個のデータをサン

プリングし、その L10 を求めた。このような(2)～(4)の一連の操作を繰り返し、その平均

値をもって L10とし、これを現況再現値とした。 

 (5) 現況再現性の検討 

 以上により求めた現況再現値と実測値を比較検討し、現況再現性がないと認められた場

合には、(1)に戻り再び一連の作業を行うこととした。また、現況が再現できたと判断され

た場合には次の作業に入った。 

 (6) 背景及び工事中交通流の発生 

 背景及び工事中の車種別時間交通量により、(2)と同様の方法で交通流を発生させた。 

 (7) 現況予測計算値、背景予測計算値及び工事中予測計算値の算出 

 (2)及び(6)により設定した現況、背景及び工事中の交通流を用い、(3)、(4)と同様な手

法により L10 を求め、これを現況予測計算値、背景予測計算値及び工事中予測計算値とし

た。 
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資料５－７ 道路交通振動の振動レベルの時間別予測結果 

［本編 p.251 参照］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[№１地点] 単位：dB

現　況
実測値
A

現況予測
計 算 値
B

背景予測
計 算 値
C

背　景
増加分
C－B

背　景
予測値
A+(C-B)=E

工事中予測
計　算　値

D

工事中
増加分
D－C

工事中
予測値
E＋(D-C)

6:00 ～ 7:00 38 37.9 37.9 0.0 38 37.9 0.0 38

7:00 ～ 8:00 41 40.3 45.6 5.3 46 47.7 2.1 48

8:00 ～ 9:00 40 39.1 40.0 0.9 41 40.6 0.6 42

9:00 ～ 10:00 39 38.1 39.3 1.2 40 40.3 1.0 41

10:00 ～ 11:00 39 38.4 39.5 1.1 40 40.4 0.9 41

11:00 ～ 12:00 38 39.2 39.8 0.6 39 39.8 0.0 39

12:00 ～ 13:00 38 38.2 38.7 0.5 39 38.7 0.0 39

13:00 ～ 14:00 39 39.9 40.9 1.0 40 41.8 0.9 41

14:00 ～ 15:00 38 39.2 40.0 0.8 39 40.9 0.9 40

15:00 ～ 16:00 39 40.2 41.0 0.8 40 41.9 0.9 41

16:00 ～ 17:00 39 39.4 40.7 1.3 40 41.4 0.7 41

17:00 ～ 18:00 40 40.1 40.7 0.6 41 40.7 0.0 41

18:00 ～ 19:00 40 39.4 44.1 4.7 45 44.2 0.1 45

19:00 ～ 20:00 44 44.0 44.5 0.5 45 44.5 0.0 45

20:00 ～ 21:00 44 42.9 43.6 0.7 45 43.6 0.0 45

21:00 ～ 22:00 42 41.4 41.5 0.1 42 41.5 0.0 42

注)1:工事関係車両の走行時間は、７～19時である。（11～13時は除く。）

　 2:計算値及び増加分については、数値レベルを示すために小数点第１位まで表示した。

[№２地点] 単位：dB

現　況
実測値
A

現況予測
計 算 値
B

背景予測
計 算 値
C

背　景
増加分
C－B

背　景
予測値
A+(C-B)=E

工事中予測
計　算　値

D

工事中
増加分
D－C

工事中
予測値
E＋(D-C)

6:00 ～ 7:00 51 53.0 53.0 0.0 51 53.0 0.0 51

7:00 ～ 8:00 55 54.8 55.5 0.7 56 55.9 0.4 56

8:00 ～ 9:00 56 56.2 56.4 0.3 56 56.7 0.3 57

9:00 ～ 10:00 56 56.5 56.8 0.2 56 57.0 0.2 56

10:00 ～ 11:00 55 55.5 55.8 0.3 55 56.1 0.3 56

11:00 ～ 12:00 54 54.9 54.9 0.0 54 54.9 0.0 54

12:00 ～ 13:00 54 54.5 54.5 0.0 54 54.5 0.0 54

13:00 ～ 14:00 55 55.1 55.5 0.4 55 55.8 0.3 56

14:00 ～ 15:00 54 55.5 55.8 0.3 54 56.1 0.3 55

15:00 ～ 16:00 55 55.1 55.5 0.4 55 55.8 0.3 56

16:00 ～ 17:00 55 55.0 55.4 0.4 55 55.7 0.3 56

17:00 ～ 18:00 55 54.6 54.7 0.0 55 54.7 0.0 55

18:00 ～ 19:00 55 54.2 54.8 0.6 56 55.0 0.2 56

19:00 ～ 20:00 53 52.8 52.8 0.0 53 52.8 0.0 53

20:00 ～ 21:00 54 51.7 51.7 0.0 54 51.7 0.0 54

21:00 ～ 22:00 54 50.0 50.0 0.0 54 50.0 0.0 54

注)1:工事関係車両の走行時間は、７～19時である。（11～13時は除く。）

　 2:計算値及び増加分については、数値レベルを示すために小数点第１位まで表示した。

時　間　帯

時　間　帯
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資料５－７ 道路交通振動の振動レベルの時間別予測結果 

［本編 p.197 参照］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[№３地点] 単位：dB

現　況
実測値
A

現況予測
計 算 値
B

背景予測
計 算 値
C

背　景
増加分
C－B

背　景
予測値
A+(C-B)=E

工事中予測
計　算　値

D

工事中
増加分
D－C

工事中
予測値
E＋(D-C)

6:00 ～ 7:00 39 42.5 42.5 0.0 39 42.5 0.0 39

7:00 ～ 8:00 46 44.7 44.8 0.1 46 44.8 0.1 46

8:00 ～ 9:00 45 44.6 44.6 0.0 45 44.7 0.0 45

9:00 ～ 10:00 46 44.7 44.7 0.0 46 44.8 0.0 46

10:00 ～ 11:00 45 45.2 45.3 0.0 45 45.3 0.0 45

11:00 ～ 12:00 46 44.5 44.5 0.0 46 44.5 0.0 46

12:00 ～ 13:00 44 43.9 43.9 0.0 44 43.9 0.0 44

13:00 ～ 14:00 45 44.2 44.3 0.0 45 44.3 0.0 45

14:00 ～ 15:00 45 44.7 44.7 0.0 45 44.8 0.0 45

15:00 ～ 16:00 45 43.8 43.9 0.1 45 43.9 0.1 45

16:00 ～ 17:00 43 43.7 43.8 0.1 43 43.9 0.1 43

17:00 ～ 18:00 41 43.5 43.5 0.0 41 43.5 0.0 41

18:00 ～ 19:00 45 42.7 42.8 0.0 45 42.8 0.0 45

19:00 ～ 20:00 43 42.1 42.1 0.0 43 42.1 0.0 43

20:00 ～ 21:00 43 40.3 40.3 0.0 43 40.3 0.0 43

21:00 ～ 22:00 41 38.4 38.4 0.0 41 38.4 0.0 41

注)1:工事関係車両の走行時間は、７～19時である。（11～13時は除く。）

　 2:計算値及び増加分については、数値レベルを示すために小数点第１位まで表示した。

[№４地点] 単位：dB

現　況
実測値
A

現況予測
計 算 値
B

背景予測
計 算 値
C

背　景
増加分
C－B

背　景
予測値
A+(C-B)=E

工事中予測
計　算　値

D

工事中
増加分
D－C

工事中
予測値
E＋(D-C)

6:00 ～ 7:00 43 41.1 41.1 0.0 43 41.1 0.0 43

7:00 ～ 8:00 44 44.6 45.3 0.7 45 45.8 0.5 45

8:00 ～ 9:00 46 45.9 46.3 0.4 46 46.6 0.3 47

9:00 ～ 10:00 45 45.8 46.2 0.4 45 46.6 0.4 46

10:00 ～ 11:00 45 46.3 46.7 0.3 45 47.0 0.3 46

11:00 ～ 12:00 44 45.7 45.7 0.0 44 45.7 0.0 44

12:00 ～ 13:00 44 44.2 44.2 0.0 44 44.2 0.0 44

13:00 ～ 14:00 43 45.3 45.8 0.4 43 46.2 0.4 44

14:00 ～ 15:00 44 45.8 46.2 0.4 44 46.5 0.4 45

15:00 ～ 16:00 44 45.0 45.4 0.5 44 45.9 0.4 45

16:00 ～ 17:00 46 45.6 46.0 0.4 46 46.4 0.4 47

17:00 ～ 18:00 44 45.0 45.0 0.0 44 45.0 0.0 44

18:00 ～ 19:00 43 43.6 43.9 0.3 43 43.9 0.1 43

19:00 ～ 20:00 44 40.1 40.1 0.0 44 40.1 0.0 44

20:00 ～ 21:00 44 39.1 39.1 0.0 44 39.1 0.0 44

21:00 ～ 22:00 42 35.3 35.3 0.0 42 35.3 0.0 42

注)1:工事関係車両の走行時間は、７～19時である。（11～13時は除く。）

　 2:計算値及び増加分については、数値レベルを示すために小数点第１位まで表示した。

時　間　帯

時　間　帯
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資料５－７ 道路交通振動の振動レベルの時間別予測結果 

［本編 p.197 参照］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[№５地点] 単位：dB

現　況
実測値
A

現況予測
計 算 値
B

背景予測
計 算 値
C

背　景
増加分
C－B

背　景
予測値
A+(C-B)=E

工事中予測
計　算　値

D

工事中
増加分
D－C

工事中
予測値
E＋(D-C)

6:00 ～ 7:00 51 49.7 49.7 0.0 51 49.7 0.0 51

7:00 ～ 8:00 58 52.2 52.3 0.1 58 52.4 0.1 58

8:00 ～ 9:00 54 52.0 52.1 0.1 54 52.2 0.1 54

9:00 ～ 10:00 51 52.6 52.7 0.1 51 52.8 0.1 51

10:00 ～ 11:00 52 52.0 52.1 0.1 52 52.2 0.1 52

11:00 ～ 12:00 53 52.4 52.4 0.0 53 52.4 0.0 53

12:00 ～ 13:00 51 51.4 51.4 0.0 51 51.4 0.0 51

13:00 ～ 14:00 54 51.6 51.7 0.1 54 51.8 0.1 54

14:00 ～ 15:00 53 52.2 52.3 0.1 53 52.4 0.1 53

15:00 ～ 16:00 51 52.3 52.4 0.1 51 52.5 0.1 51

16:00 ～ 17:00 53 51.8 51.9 0.1 53 52.0 0.1 53

17:00 ～ 18:00 51 51.5 51.5 0.0 51 51.5 0.0 51

18:00 ～ 19:00 48 50.5 50.5 0.0 48 50.5 0.0 48

19:00 ～ 20:00 49 48.6 48.6 0.0 49 48.6 0.0 49

20:00 ～ 21:00 46 47.7 47.7 0.0 46 47.7 0.0 46

21:00 ～ 22:00 44 45.0 45.0 0.0 44 45.0 0.0 44

注)1:工事関係車両の走行時間は、７～19時である。（11～13時は除く。）

　 2:計算値及び増加分については、数値レベルを示すために小数点第１位まで表示した。

[№６地点] 単位：dB

現　況
実測値
A

現況予測
計 算 値
B

背景予測
計 算 値
C

背　景
増加分
C－B

背　景
予測値
A+(C-B)=E

工事中予測
計　算　値

D

工事中
増加分
D－C

工事中
予測値
E＋(D-C)

6:00 ～ 7:00 48 48.9 48.9 0.0 48 48.9 0.0 48

7:00 ～ 8:00 51 50.4 50.6 0.3 51 50.8 0.1 51

8:00 ～ 9:00 52 51.2 51.3 0.1 52 51.4 0.1 52

9:00 ～ 10:00 53 51.4 51.5 0.1 53 51.6 0.1 53

10:00 ～ 11:00 53 51.8 51.9 0.1 53 51.9 0.1 53

11:00 ～ 12:00 52 51.3 51.3 0.0 52 51.3 0.0 52

12:00 ～ 13:00 51 50.3 50.3 0.0 51 50.3 0.0 51

13:00 ～ 14:00 52 51.4 51.4 0.1 52 51.5 0.1 52

14:00 ～ 15:00 52 51.1 51.2 0.1 52 51.3 0.1 52

15:00 ～ 16:00 51 51.0 51.1 0.1 51 51.1 0.1 51

16:00 ～ 17:00 49 50.8 50.9 0.1 49 51.0 0.1 49

17:00 ～ 18:00 51 50.3 50.3 0.0 51 50.3 0.0 51

18:00 ～ 19:00 48 49.5 49.6 0.1 48 49.6 0.0 48

19:00 ～ 20:00 48 48.4 48.4 0.0 48 48.4 0.0 48

20:00 ～ 21:00 48 47.0 47.0 0.0 48 47.0 0.0 48

21:00 ～ 22:00 47 46.0 46.0 0.0 47 46.0 0.0 47

注)1:工事関係車両の走行時間は、７～19時である。（11～13時は除く。）

　 2:計算値及び増加分については、数値レベルを示すために小数点第１位まで表示した。

時　間　帯

時　間　帯
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